
2018 年(平成 30 年)6 月 30 日 156 号 

 

1 

白浜レスキューネットワーク通信 6 月号 
〒649-2211 和歌山県西牟婁郡白浜町 3137-8 

TEL&FAX0739-43-8981 

http://srnw.or.jp  

e-mail  yabiumi@gmail.com 

理事長 藤藪庸一 

郵便振替 00920－6－85589 口座名：白浜レスキューネットワーク 

紀陽銀行白浜支店普通預金 589389 口座名：NPO特定非営利活動法人 

                   白浜レスキューネットワーク 

自殺者救済活動 

6 月 1 日～6 月 30 日 

電話件数 200 件 

メール相談 3 人 

手紙 1 通 

保護件数 2 件(男性１名、女性 1 名) 

 

○28 日、白浜町からの依頼で男性を保護。富田

地区にある神社の駐車場に車を止めて一週間

ほど生活していたらしい。 

 

○30 日、女性を保護。 

 

生活自立支援活動  

6 月 1 日～6 月 30 日 

 滞在者数 14 人(男性 11 人、女性 3 人) 

 自立 0 人 

 帰宅 0 人 

 

○4 月に、近くのお菓子屋さんに就職を決めた

男性が 6 月 1 日、初出勤を果たす。一ヶ月無事

に乗り切った。このまま真面目に働き続けられ

ればと思う。 

ひとつ注意したことは、自分のやり方ではなく

仕事場でのやり方に従うこと、自分の権利意識

を治め主張しないこと、あえて損をすることを

アドバイスした。 

 

○5 月から病院を退院して、生活保護でアパー

トでの生活が始まっていた男性が、万引きで警

察に捕まった。これで生活保護は切られ、過去

にも犯罪歴があることから、実刑が下される可

能性が高いことから、行政や大家さんと話し合

いを持ち、アパートを引き払うことにした。 

自殺予防活動  

・フードバンク＆フードドライブ 

白浜店、新庄店、東陽店、明洋店、万呂店、田

辺ショッピングセンター、御坊店から食材の提

供を受けた。 

田辺米穀様から第三回目の協力があった。 

二人の方に二週間分の食料を渡した。 

 

・少年少女漂流隊 

19日、少年少女漂流隊。 

 

 

 

・放課後クラブ「コペルくん」(月～金) 

2～5名の小学生が来ている。 

放課後クラブ・コペルくんでは、おやつタイム、
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宿題タイム、遊びという順序で運営されている。 

基礎学力と社会性を身につけさせるために子

供たちと関わっている。 

算数の途中式の徹底、漢字の書き順の徹底、き

れいな字で書く事の徹底に力を入れている。 

 

・コペルくん＋(火、金) 

 3人が利用している。 

 食事とお風呂、あすの準備を済ませて、家に

かえす。子供の食生活を支えること。衛生面を

支えること。そして口うるさくいわなくてもい

い状況を作りだすことで、家に帰った際に家族

団らんを持ってもらうことを目指している。 

 

・夜コペ(水、金、夜7：30～10：00) 

 白浜中学校、富田中学校、田辺高校、南部高

校、田辺工業高校の生徒たちが集まっている。 

 一つ一つ教科書をもとにしっかりと積み上

げていく教育を目指す。自主勉に近い環境を作

り出し、わからないところのアドバイスも最低

限で行う。自力をつけていくための関わりを心

がけている。 

 

・はじめ人間自然塾 

年齢を超えた関わりを通して社会性を身につ

けさせ、信頼できる大人をもつことを味わって

もらい、考えて遊ぶことを楽しんでもらおうと

活動している。 

 ケガややけど、服も汚れる。しかし、出来上

がった時の満足感は、非常に大きなものがある。 

 

 

 

・相談電話 

 2日、9日、16日、23日に行なった。今月も1

人の相談員が休まず電話相談にあたった。 

 

・まちなかキッチン 

職業訓練の場として、機能している。 

それぞれの課題に取り組ませ、自分の弱点克服

に向けて取り組んでいる。 


